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　低侵襲手術という言葉が叫ばれ始めてから久しいが，「低侵襲」の真の意味は何かについては議論の

あるところである．手術侵襲の程度により種々の生体反応が惹起され，それは神経内分泌反応やサイ

トカインの変動で説明できるようになり，逆にこれらの変動の程度により手術侵襲を評価・定量化す

る試みがなされている．手術侵襲を規定する因子としては手術時間，出血量，手術部位，切除臓器の

量，重要臓器の虚血時間などとともに体壁切開の大きさが挙げられ，これらが最小限に抑えられてい

れば術後の回復も早いと考えられる．

　内視鏡外科は主として切開創を小さくして術後の疼痛を軽減し，さらに体腔内臓器の外気への曝露

と乾燥を抑えて低侵襲を目指そうとするものである．しかしながら，内視鏡手術は間接視のため視野

が不良，遠隔操作のため手技が制約される，操作空間が限定される，触覚が使えないなどの難点があ

り，手術時間が長くなり，ときに重大な合併症を引き起こす危険性があるなど，術者のストレスも大

きい．これらの問題点はめざましい機器の進歩により改善されつつあるが，内視鏡手術が真に低侵襲

であるためには，手術時間と出血量が許容でき，合併症が低く抑えられるなどの安全性の担保が必要

である．そのためには手術手技の基本に習熟し，手術器械を適切に使いこなす知識と技術の裏付けが

必要であることは論を俟たない．これは開腹手術であろうが，内視鏡手術であろうが共通の原則であ

り，開腹手術に熟達すれば内視鏡手術をマスターすることは困難ではないと考える．

　肝・胆・膵領域の腹腔鏡下手術は良性疾患に対する胆*　 摘出術こそ標準術式となってはいるが，そ

の他の手術は症例数が少ないことや難易度が高いことなどから，一部のエキスパートが行う高度先進

的な治療という位置付けにとどまっている．本号の特集ではこれらの advanced laparoscopic surgery の

コツとピットフォールが詳しく解説されており，安全な手術の手引き書となっている．すでに現在で

は確立された医療技術が過去にそうであったように，このような先進的技術のなかから learning curve 

と歴史の評価を経て，日常臨床となるものが生まれてくるものである．

（島津元秀）
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